
カンキツ果皮の着色に及ぼす光の影響について

緒 目

渡部潤一郎・秋好広明

井上荘三・門屋一臣

ColoringofCitrusFruitasAffecteｄ

ｂｙＬｉｇｈｔＷａｖｅｌｅｎｇｔｈａｎｄＩｎｔｅｎｓｉｔｙ

JunichiroWATANABE，ＨｉｒｏａｋｉＡＫＩＹｏｓＨＩ

ＳｈｏｚｏＩＮｏＵＥａｎｄＫａzｕｏｍｉＫＡＤｏＹＡ

オレンジのIとI由化を２年後に控え，今後．一段と産地間競争の激化が予想されることから，産地で

は園地の再綱整伽や減反政策などが人きな課題となっている。さらに．円高は外国産地からの果実輸

入を容易にし，一Ｍ１W加することが考えられる。カンキツ産業を取り巻く環境は厳しく，わが国のカ

ンキツ産業は大変な岐路に立っているといえよう。こういったカンキツ産業の危機を乗り切るために

は．高品質による消費の拡大を図るとともに，ブランド品としての確立をめざして，販路の拡狼を図

ることが必要である。

近年．中晩生カンキツにおいても．新しい品種，系統の開発や栽培における創造的な技術体系の確

立などが取り上げられている。高品質果実とは，内部品質はもちろんであるが、外観的にも優れてい

ることが要求される。特に、果皮色は重要である。そこで、果実発育期間中や収穫後における照射光

の波長の相違が果実の着色に及ぼす影響について調査したので報告する。

材料および方法

〔実験Ｉ〕使用した樹は愛媛大学農学部附属農場に栽植している８年生の宮川ワセウンシュウで．

１樹５果を用いて５反授行った。果面温度の測定には銅コンスタンタン線の熱電対を使用して測定し

記録計で記録した。果実に貼付した黒色ビニールはビニールテープを１cm'に切断して用いた。処理区

は10月８日に貼付し，１１月111-1に除いた区と12月３日に除いた２つの処理区を設けた。処理巣は12月

３Ｈに収機し、'1‘(ちに色澗測定を行った。色調測定は東京竜色KK製のＴＣ－３６()01,の色差計を用いて

測定した。果実の分析は12月３，に行い．糖度については屈析糖度計の示度で．遊離酸含ITtについて

は0.1ＮのＮａＯＩＩで滴定してクエン酸に換算して求めた。
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温

結果および考察

Ｉ着果位置と果皮の着色

１．着果位置と果而潟度

着果位置と果面温度は図－１および図－２のとおりである。曇天日は図－１のごとく，気温と果面

温度の差はあまりなく，また，１日の変動も小さかった。一方，晴天日は樹の南側の果面温度は果実

の南と北，すなわち．日なたと日陰の両面とも気温より高く，また．樹の北側の果実の北面でも１３時

以降は気温より高かった。
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〔実験Ⅱ〕使用した樹は同農場の１０年生ウンシュウミカンに宮内イヨを高接して20年経過したも

のを用いた。紙袋は無底のセロハン袋を使用した。袋掛けは８月２日から収穫日の12月14日までと，

９月１日から12月14日までの２処理を行い，さらに．紙袋の処理区は紫．青．赤，桃，黄と白色の６

処理区とし，各区５樹の５反覆とした。なお，対照区は無袋とした。色紙袋の照度の測定には東京光

学KK製の光電池照度計ＳＰＩ－５型を使用した。色調測定と果面温度については実験Ｉと同様に行っ

た。

〔実験111〕使用した果実は宮内イヨについては実験Ⅱと同じ園の樹から収穫し，ミカンは同農場

の50年生フツウウンシュウミカンの樹から収穫して用いた｡また,ネーブルについては８年生白柳ネー

ブルの樹から収穫したものを各区15果を用いた。貯蔵中の光の照射は20Ｗの赤色，桃色．黄色および

青色と紫色の蛍光灯を果実の上１ｍのところから照射した｡水銀灯については１００Ｗのものを使用した。

光照射中の貯蔵庫内の温度は月平均で11月は16.6°Ｃ，１２月は１１．１℃また，１月は11.2℃であった。色

調測定および果実分析は実験Ｉと同様に行った。なお，果実の分析は２月９日に行った。
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図－１曇天日における果皮温度の日変化
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時刻

晴天日における果皮温度の日変化
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表 － １ 着 果 位 悩 と 品質

(1)(2)

果面温度が曇天日には着果位置や果実の部位によって差が小さいことは，下大迫の調査でも明

らかにされており．同氏の調査では．日中においては気温より果頂部で５～６℃，果梗部で２～３℃

高い程度であるが.晴天日には気温に比べて相当高く．果頂部で13～14℃・赤道部で７～８°Ｃ高くなっ

ている。また，着果部位についても、外側は40℃と高く、気温より５℃も高くなっていたが、内側は

果面温度の変化が少なく，昼間では気温より３～５℃低かった。

果面温度は着果位嗣とｲ''i果部位によって異なり，果面温度の欄算では相当に差がでる口果皮の粁色
（3.4.5）

におよぼす温度の影響を考える場合.従来眉L夜の温度較差や糖の蓄積などの影響が大きいと言わ

れているが．それならば．南側において着色がより良好でなくてはならない。しかるに．着色がむし
(6)

ろ悪いことは．Ｉ||野らの指摘している高温障害による退色も考えられるが．また．直達光や散乱光

など光の|川題についても考える必要がある。

２．着果位置と果皮の着色

表－１は着果位置が着色や糖度および遊離酸含量など品質に及ぼす影響を調査したものである。ａ

値は樹の南側北側ともに果実の北面つまり日陰面で高かった。しかし，実際の色に近いと言われる

ａ／ｂ値では，樹の南側ではＨ陰面が高かったが，樹の北側では果実の両面に差はなかった。

記号はダンカンの多喧範囲検定（５％）

－９－

ａ値 a／ｂ値 糖度
遊離酸

含且(％）
甘味比

樹
の
南
側

[ｌなた面

日陰 面

27.69ｕ

３１．４０ｈ

0.97,

１．１lｂ

９．６０

9.62

0.87ａ

0.96aｂ

１１．０６ＩＤ

10.00ｂ

樹
の
北
側

日なた面

１１陰面

３１．４７ｂ

32.28'，

１.ｌ６ｂ

１．ｌ６ｂ

10.00

９．７０

1.Ｏ４ｂ

1.05ｂ

９．６６ｂ

９．２８ｂ



表－２着果位闇および遮光と着色

－１０－

記号はダンカンの多重範囲検定（５％）

果実に貼付した黒ビニールはlcnfで周囲には十分に日光が当たるため，当然ビニールの下も果面温

度は高くなっている。ただ，光については完全に遮光されていた。樹の北側の場合は11月111-|までと

ｌ２ｊｊ３Ｈまでのいずれの遮光も同じ様に茜色が回復しており，着実に着色が進んでいることがうかが

える。しかるに，南側では貼付日数が長くなれば，それだけａ値が低い。それは遮光で粋色が遅れた

今回の洲代で果皮の着色は樹の北側の場合，果実の両面の問にあまり差はみられなかったが，樹の
（7,8,9）

南mllでは果実の両面の間に有意な差がみられた。川野らが宮内伊予柑で指摘しているように、樹

の南側の果実の陽光面で早く着色を始めるが，着色の進み具合は非陽光面よりも恕いと言われる。今

回のわれわれの調査でも同様の結果であった。

３．着果位置と糖，遊離酸含量
（10.11.12〉

糖および遊離酸含i冠は樹の南側で両面とも少なかった｡従来の成績では締果部位によって差
（13）

がみられており，柴田の夏柑の調査ではじようのう内の果頂部倶ﾘと果梗部側とで糖含盈に差があっ

た。だが，今回の調査では糖含量に有意な差はみられなかった。しかし．遊離酸含垂については，坂
，（14）（15）（５）（16）

本，苫名、新居、栗原の指摘と同様に高温ほど減酸に影響を及ぼした。その結果、甘味比

では樹の南側は北側に比べて高く，樹の南側では果実の北面よりも南面で有意に高かった。一般に，

樹の南側の果実は内容的に優れているが，果皮の着色では北側に比べて劣った。

４．果実の受光且と果皮の着色

表－２は樹の位置や黒ビニール貼付が，果皮の着色にどの様な影響を及ぼすかについて調査したも

のである｡10月８日から11月１１日までの黒ビニール貼付はａ値およびａ／ｂ値の両方に影響を及ぼして

低く，１２月３日までの貼付は，さらに低い数値となった。特に，樹の南側での黒ビニール貼付は．そ

れを取り除いた後の着色の促進を抑えた。

1M揃簡一之‐弓面1反－－逼旦 ａ 値 ａ／ｂ仙

10/８～11/1１

樹
の
南
側

樹
の
北
側

黒ビニール

なし

黒ビニール

なし

25.66ａ

30.74ｂ

27.64ｂ

31.98ｂ

0.881ｌｂ

1.O8c

０．９７bｃ

１.l2c

10/８～12/３

樹
の
南
側

樹
の
北
側

黒ビニール

なし

黒ビニール

なし

23.90。

30.45ｂ

27.52ｂ

31.89ｂ

0.81。

1．lOc

0.95味

１．１０ｃ



表－３紙袋の色と果面温度および照度

－１１－

果面温度は12月２日に測定

照度は対照区を100とした比数

一方，照度は対照区を100とした比数で表すと，白色93～100,黄色86～88.桃色37～40､赤色13～１６、

青色18～19,紫色５～６であった。

２．色紙袋による果面被覆と果皮の着色

表－４および表－５は紙袋の色の違いが果皮の着色に及ぼす影響について．ａ値およびａ／ｂ値につ

いて示したものである。ａ値については８月２日の袋掛けで．果頂部では紫色紙袋のａ値が低く，対

照区と照度の差が少ない白色と黄色紙袋のａ値はあまり差がなかった。赤道部では紫色と青色紙袋が

低く，他の処理区は対照区と差がみられなかった。また．果梗部でも赤道部と同様の傾向であった。

一方，９月１日の袋掛けでは果頂部は紫色と青色紙袋が低く，次いで．桃色紙袋で．黄色と白色紙袋

はわずかながら対照区より高く，そして．赤色紙袋は一番高かった。赤道部では紫色と青色紙袋が対

照区よりも低く，他の処珊区は高かった。果梗部でも紫色と青色紙袋が低かったⅧ
（19）

照度の低し､紫色と青色紙袋は８月と９月のどちらの袋掛けも着色が悪い。白石らの成績でも，袋

掛けは着色が緩慢であるが，最終的には裸果の対照区より良好であり．貯蔵中においても裸果は袋掛

分の回復が悪いことを意味しており，これからも着色の進み具合の悪いことがうなずける。このこと
（17,18〉

は日照条ｲ牛がカンキツ果実の着色や糖･遊離酸含量に及ぼす影響についても洲資した泉や川野ら
(7)

の結果からも推察できる。また，ａ／ｂ値についてもａ(直と同様の結果であった。これらのことから，

着色には高い温度の影響に加えて，光の影響もまた大きいように思われる。

Ⅱ樹上における波長の違いと果実の着色

１．色紙被覆と照度および果而潟庶

表－３は各棚類の色紙袋を掛けたときの照度および果面温度を示したものである。果面温度は午前

10時の測定では裸果で高いが．他の処理区間では差がない。そして，午後３時になるとどの処理区間

でも差はみられなかった。

時刻 1０時 1 ５ 時

果面温度(｡C） 度 果面温度(.C） 照度

色
色
色
色
色
色
照

紫
青
赤
桃
黄
白
対

2３．９

２１．９

２２．６

２２．８

２２．９

２２．１

２９．９

５
肥
昭
㈹
師
鯛
100

28.0

27.9

27.9

27.4

27.8

26.3

26.8

６
９
６
７
８

１
１
３
８
lＯＯ

ｌＯＯ



表－５色紙の被覆と着色(2)

表－４色紙の被覆と着色（１）

(ａ値）

記号はダンカンの多煎範囲検定（５％）

（20）

け果より着色の進み具合が悪く，また,秋田らの成績でも袋掛けはゼミノールのａ／ｂ１個を増加して
（１９）

いる。袋の色についても白石らによると新聞紙や赤色がよく，青色，黒色，白色袋果や裸果の着色

が悪いと言う。今回の調査も極端に照度の低い紫色，青色紙袋果は果皮の着色が悪い。ただ，赤色は
（９）

照度が低くても９月の袋掛けで果皮の着色がよかった。これは川野らの指摘しているように，果皮

の着色には直射光線はあまり必要でなく，当たってもわずかで，散乱光がより当たることが必要と思

われ，さらに，これらの光も波長の長い赤色光がより着色に対して効果的であると考えられ，今回の
（21）

調査でも赤色紙袋で着色が進んでいた。また，われわれの調査でも赤色光域の光が着色良好であっ

たことから，カンキツの果皮の着色は赤色光域の光の影響をうけるものと考えられる。そして．赤色
(7)

袋の場合は着色も進むが．それと同時に退色も少ないものと思われる。それは111野らの調査による

と，退色は温度も影響するが．光線の影響も強いと言う。今回の調査は無底袋で袋内の温度が上がら

ないように配慮していたもので，処理区間の差は光質の影響が出たものと思われる。

(ａ／ｂ値）

記号はダンカンの多爪範朋検定（５％）

－１２－

袋掛け月日 ８／２ 9／1

砿底~迦と 果頂部 赤道部 果梗部 果頂部 赤道部 果梗部

色
色
色
色
色
色
照

紫
青
赤
桃
黄
白
対

０．６６ａ

0.73.ｂ

0.82abc

0.84libｃ

0.921,ｃ

0.93ｃ

0.95ｃ

0．８４

０．８３

０．９５

０．９４

０．９７

０．９５

０．９７

0.68ａ

0.68ａ

0.79mｂ

0.80aｂ

0.86ｂ

0.85ｂ

0.861〕

0.89ａ

0.88ａ

１．１３ｂ

１．０ｌｂ

１．０８ｂ

１．０６ｂ

1.061＞

０．９５aｂ

0.91ａ

ＬＯ４ｃ

ｌ．()Ｏｂｃ

ｌ．()Ｏｂｃ

ｌ,Ｏ１ｈｃ

1.001》ｃ

0.78ａ

0.79ａ

0.96ｂ

0.94ｂ

0.87曲ｂ

0.901）

０．９４ｂ

袋掛け月日 8／２ ９／１

1,砿~迦Ｌ 果頂部 赤道部 果梗部 果頂部 赤道部 果梗部

色
色
色
色
色
色
照

紫
青
赤
桃
黄
白
対

21.52

24.33

24.39

24.53

27.48

27.0９

２７．６７

25.34

25.35

28.32

28.46

29.47

28.90

29.00

１７．７２日

18.76,

20.45ａｂ

２Ｌ４０ａｂ

２３､82ｂ

22.88ｂ

23.54ｂ

25.2011

26.35曲

31.50ｂ

28.741,

30.68ｂ

30.22ｂ

29.34ｂ

27.65ａ

２７．６７１』

３０．２８ｂ

29.74ｂ

３０.lOb

30.26ｂ

29.l6nb

20.441’

２２．０６日'、

２５．３８bｃ

25.97ｃ

２４．０４bｃ

２４．５８bｃ

２５.Ｏ７ｂｃ



表－７光照射と着色（２）

表－６光照射と着色（１）

(１０/29収穫巣のａ値）

記号はダンカンの多重範囲検定（５％）

Ⅲ収穫後の光照射が果実の着色と糖・遊離酸含量に及ぼす影響

１．光照射と果皮の着色

表－６は１０月29日に収穫し，異なる波長の光を当てた場合のａ値を示したものである。収穫後の４０

日間は黄色光を照射した区のａ値が低く、赤色光の区ではａ値が高かった。５６日後の12月24日には桃

色光と赤色光の区でａ値が高く、他の処理区のａ値が低い傾向で、２月８日も同様の傾向を示した。

表－７は11月19日の収穫果に光を照射したときのａ値を示したもので．１２月24日の調査では桃色の

光を照射した区のａ値が一番高く，赤色区のａ値が低い。しかし，岐終調査の２月８日には紫色の光

照射区でも高いａ値を示した。

表－８は12月８日に収穫した果実に光を照射したときのａ値を示したものである。各処理区間の差

はあまりみられなかった。

(１１/19収穫巣のａ値）

記号はダンカンの多重範囲検定（５％）

－１３－

11／1９ 12／８ １２／2４ ２／８

色
色
色
色
色

紫
青
黄
桃
赤

9.95

8.35

9.00

5.57

4.47

13.95ａ

17.22ａ

18.13ａ

25.25ｂ

14.73ａ

25.47ａ

24.82.

23.52ａ

30.72ｂ

22.60ａ

33.13ｃ

29.82.

31.50bｃ

33.87ｃ

３１．ｌ２Ｉｌｂ

瞳匡-廼旦 10／2９ 11／1９ 12／８ １２／2４ 2／８

色
色
色
色
色

紫
青
黄
桃
赤

２
０
２
３
２

５
７
５
０
９

■
■
４
。
●

３
２
４
４
２

－０．５８

－２．６５

－３．５３

－１．０３

－０.２３

７．９３aｂ

4.23aｂ

1.37ａ

１０．０８１ｌｂ

13.28ｂ

1７．７２

１５．９３

１４．８０

２１．３６

２１．３７

26.75

26.68

26.68

27.50

28.37



表 － ８ 光 照射と着色(3)

(１２/８収穫果のａ値）

記号はダンカンの多爪施囲検定（５％）

一方，炎－９，表－１０，表－１１は収穫日が10月29日，１１月19日，１２月８日のそれぞれのａ／ｂ値を示

したものである。１０月29日の収穫果では桃色と赤色の光照射区のａ／ｂ他が商く，１１月19日では桃色区

でａ／ｂ値が聞く，他の処理区は差が無く，さらに，１２月８日の収穫果では各処理区間に差がみられな

かった。

表－９光照射と着色(4)

(10/29収樫果のａ／ｂ価）

－１４－

表－１０光照射と着色(5)

(11/19収穫果のａ／ｂ値）

記号はダンカンの多爪範囲検定〈５％）

１１／1９ 12／８ 12／ ２／８

紫 色

1ｉｆ色

黄色

桃色

赤色

0.323

0.312

0.364

０．４４９

０．１９１

0.476ａ

0.617ａ

0.607ａ

0.856ｂ

0.551ａ

0.835

０．８３３

０．７３８

０．８４１

０．７５２

1．l89bc

1.060,

1.068刺

1.249ｃ

1．ｌｌ７ｆｌｂ

12／８ 12／2４ 2／８

紫 色

１１『色

黄色

桃色

赤色

1６．１５

１９．７８

１８．８３

２０．４２

１９．８５

23.42

24.50

24.92

25.15

24.53

34.40

33.68

35.50

33.88

33.90

励亜－趣且 １０／2９ １１／1９ 12／８ １２／2４ ２／８

色
色
色
色
色

紫
青
黄
桃
赤

0,301

0.222

0.379

0.262

0.220

0.05ｌｂ

0.220aｂ

0.370ａ

0.069ｂ

0.034ｂ

0.231ａｂ

Ｏ・l57ub

-0.016ａ

0.314ｂ

0.388ｂ

0.540

0.4197

0.452

0.672

0.628

0.866

０．８５９

０．８４６

0.880

0.902



(12/８収穫果のａ／ｂ値）

－１５－

収穫時期によって異なる波長の光に対する感応がどの様に影響するかを渦べた結果．極端に早い時

期，１０月29日の収穫果では桃色．赤色など長い波長の光が着色を増進している。特に，ａ値で20まで．

ａ／ｂ値で0.5位までは波長の長い方が着色を増進している。１１月19日の収穫果ではａ値20～25．ａ／ｂ

値0.55位までは赤色や桃色の光照射がよい。しかし、１２月８日の収穫果ではあまり差がみられなかっ

た。つまり，着色がａ値の20以上で光の照射を行うよりも，ａ値が20までの青色から黄色果の方が効
（21）

果が高い。しかし，水銀灯によるわれわれの調査でlま貯蔵果でも効果が認められた。今回の収穫時

期別照射で，果皮の着色が進んだ果実で効果が低いのは照射電源が20Ｗでエネルギー不足ではないか
（22）

と考えられる。また，白石の立木における調査では，近赤外部の光線を欠くと成熟作用を著しく阻

害したことから，１０月29日の収穫果では効果が認められ，成熟の進んだ12118日では効果が低かった

ものと考える。さらに．果実は成熟に伴って，果皮中の糖や色素含量が変化しており，同じ波長の光

を照射しても、果実の発育時期によって．その感応が異なるものと考えられる。

２．光照射と果実の品質

表-12は各収穫時期における光の波長が品質に及ぼす影響について示したものである。どの収穫期

も波長の差はみられなかった。ただ，当然のことながら，収穫時期が遅れるほど糖含量は高い。１０月
（23）

29日の収穫果では糖･遊離酸含且tともに低い。白石らの報告からすると．１０月29日の収穫果では糖

含量が低く，遊離酸含量は高いはずであるが，１０月29日の収穫果では収穫から２月９日の分析日まで

の貯蔵期間も長く，貯蔵庫内の温度も11月はやや高目に推移した関係から，糖と遊離酸含量がともに

低かった。しかし，糖以上に遊離酸含量の低下が大きく，甘味比は一番高かった。ただし，味は水っ

ぽくて悪かった。１１月19日と１２月８日の収穫果では糖含量もある程度高くなり．遊離酸含量の減少も

少なく，甘味比の差もみられなかった。
（21）

光の波長が果実の糖，遊離酸含面tに及ぼす影響はわれわれの調査でもあまりなく．今回も光照射

は内容に影響を及ぼさなかった。

表－１１光照射と着色(6)

12／８ 12／2４ ２／８

色
色
色
色
色

紫
青
黄
桃
赤

0.575

0.685

0.623

0.743

０．６５２

0.817

0.861

０．８６４

０．８６４

0.820

1.325

1.321

1.諏5

1.279

1.284



－１６－

３．水銀灯の照射がカンキツ果実の着色におよぼす影響

表-13は12月８日に収穫した３種類のカンキツに水銀灯を照射した場合のａ値およびａ／ｂ値を示し

たものである。ａ値については26日後の12月24日の調査でネーブルが低く，ミカンとイヨカンは着色

の進みが良好であった。そして，２月８日にはネーブルも着色が進んでミカンとの差は無くなったが，

イヨカンはそれ以上に着色が促進された。

表－１３水銀灯照射と着色

ミカンは他の２つの種類に比べて成熟が早いため，同時期の照射によって，果皮の成熟がより進む

結果，ａ値が高くなるのは理解できる。宮内イヨは普通イヨに比べて熟期が早いが．ミカンに比べる

と晩期成熟型となる。それにもかかわらず，ミカンと同程度に着色が促進された。

前項の調査ではａ値によって，同じ波長の光を照射した場合に，果皮の着色に異なる影響をおよぼ

したが，それは果実の発育時期による果皮条件の違いによるものと考えられる。

今回種類の異なる果実への水銀灯照射の影響をみた結果によると，ミカンとイヨカンでは照射開始

直後から着色が進行し、その影響も同稗度であった。しかし．ネーブルでは照射開始後にある程度時

間がたってから着色が進んだ。それはカンキツの種類によって，カロチノイドの種類や量、果皮の厚

さ．油胞数などの果皮条件に差があり，光に対する感応も異なるためと考えられる。

以上のことから，光がカンキツ果皮の着色におよぼす影響は，カンキツの種類や波長の違い．果皮

記号はダンカンの多重範囲検定（５％）

表－１２収穫時期および光照射と品質

;墓更砦
12／1０

ａ値 ａ／ｂ値

12／2４

ａ値 ａ／ｂ値

２／８

ａ値 ａ／ｂ値

ネーブル

ミカン

イヨカン

19.85

19.85

20.87

0.623

0.693

0.741

24.78m

29.50ｂ

28.l8b

0.779,’

1.010ｂ

0.968ｂ

31.30ａ

33.25aｂ

34.25ｂ

1.0816

1.l87a

L330b

糖度

10／2９ １１／１９ 12／８

遊離酸含量（％）

10／2９ １１／1９ 12／８

甘味比

10／2９ １１／1９ 12／８

色
色
色
色
色

紫
青
黄
桃
赤

７．６

７．８

７．４

７．２

７．８

２
８
８
２
４

。

●

●

●

■

９
８
９
９
８

1０．２

１０．６

１０．８

１０．８

１０．６

0.968

１．１２８

1.032

0.768

１．０１６

1.328

1.232

1.504

1.200

1.096

１．４４８

１．４８８

1.480

１．５２８

１．４７２

7.85

6.91

7.17

9.38

7.68

６．９３

７．１４

６．５２

７．６７

７．６６

７．０４

7.12

7.30

7.07

7.34



条件などが適当であれば有効であると考える。

摘要

１．１９８７年愛媛大学農学部附属農場に栽植された８年生宮川ワセウンシュウと宮内イヨおよび白柳ネー

ブルを使用し，着果位置，受光量および光の波長カンキツ果実の着色並びに品質におよぼす影

響について調査した。

２．果実の簡果位liYfと清色では樹の南側より北側で着色がよかった。着果位置と品質では純含拡に差

はみられなかったが，遊離酸含量については果面温度の高い南側で低かった。

３．黒ビニールの貼布と着色の関係では．ビニールを除いた後の着色の進展は．樹の南側より北側の

方が良好であった。

４．袋掛けは照度の低い紫色と青色紙袋を掛けた果皮の着色が８月２日と９月１日の処理でともに悪

かった。

一方．赤色紙袋処理においては着色が良好であった。

５．収穫後の光照射と果皮の着色との関係は，１０月29日の収穫果でａ値、ａ／ｂ値ともに赤色光で高く，

１１月1911の収鯉果では桃色光で高かった。収穫時期が遅くなるほど果実の光に対する反応は緩慢

となった。

光照射と柵および遊離酸含量については，あまり差がみられなかった。

６．主な波長として578と650mmの波長を出す水銀灯の照射では．ミカンやイヨカンの果実では12月１０

日から2411にかけて肴色増進がみられたのに対して，ネーブルでは照射開始後かなり時間がたっ

てから，ａ，ａ／ｂ値が商くなった。

７．以上の結果から，光照射がカンキツ果皮の着色におよぼす影響は，カンキツの郁類や光の波長の

違いによって異なるが，収穫後の果実に対しては赤色光が着色促進に有効で，実用化にむけて検

討する価値がある。
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Summary

１．ColoringoffruitandsugarandacidcoI1tentsofthejuicewereexaminedinrelationtobearing

positionsoｌｌｔｈｅｔｒｅｅｃｒｏｗｎａｓｗｅｌｌａｓｔ(）wavelengthandinlensityofthelight・

Eight-year-oldtreesofMiyagawawase,anearlyvarietyofsatsumamandari､,andMiyauchi

lyo,anearlyvarietyofIyotangoralongwithShirayanaginaveloraｎＲｅｗｈｉｃｈｗｅｒｅｇｒｏｗｎａｔｔｈｅ

ｆａｒｍｏｆＥhimeUniversitywereusedfortheexperiment，

２．Ｆｒｕｉｔｏｎｔｈｅｎｏｒｔｈｓｉｄｅｏｆｔｈｅｃｒｏｗｎｄevelopedorangecolormoreintensivelythanthoseon

thesouthside、ＡｃｉｄｉｔｙｏｆｔｈｅｊｕｉｃｅｗａｓｌｏｗｅｒｏｎｔｈｅsouthsideSugarcontentwasnotsi・

gnificantlydifferentbetweenthetwosides、

３．Afterremovingblackfilmwhichwasstickedonthefruitsurface,ｃoloringwasenhancedon

thenorthsidewhileonthesouthsideitdelayed、

４．Fruitbaggingwithcoloredpaperaffectedthecoloring・Purpleandbluepaperdecreasedlight

intensityinsidethebaｇａｎｄｔｈｅｂａＲＲｉｎｇｏｎＡｕｇｕｓｔ２ａｎｄＳｅｐｔemberlmadethecoloringpoor

whileｔｈｅbaggingwithredpaperaccelerated、

５．Afterharvest,variouswavelengthsoflightwereexaminedwhethertheypromotethecoloring

ornot・RedlightilluminationtothefruitharvestedonOctober29,increasedthe‘‘a，，ａｎｄ‘‘a/b”

values､RosylightwasmoreeffectivethanredlightforcoloringoffruitharvestedonNovember

l9､Astheharvestdatedelayed,fruitbecamelesssensitivefortheillumination､Neithersugarnor

acidcontentofthejuicewasaffected，

６．Ahighpressuremercurylampwhosemainwavelengthswere5７８ａｎｄ６５０ｗａｓａｌｓｏｕｓｅｄｆｏｒ

ｔｈｅｅｘａｍｉnation・Satsumamandarinandlyotangorfruitsdevelopedrindcolorthroughanearly

periodfroｍＤｅｃｅｍｂｅｒｌＯｔｏ２４ｗｈｉｌｅｎａｖｅｌｏｒａｎｇefruitfromDecember24toFebruary８．

７．Althoughresponsesoffruittothelightdifferdependinguponcitrusvarietiesandlight

wavelength，itisusefultoapplyilluminationforfruitcoloriI1gafterharvest．

－１９－


